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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース部と、
　ファンケースの状態で前記ベース部上に位置するファン収容部を構成する側壁部と、を
備え、
　前記側壁部の少なくとも一部は、前記ベース部を前記側壁部が位置する側から見る正面
視で、平面展開可能な展開側壁部とされ、
　前記展開側壁部は、前記ファン収容部を規定する第１展開壁及び第２展開壁と、を備え
、
　前記第１展開壁及び前記第２展開壁が、前記ベース部に対して観音開き状に平面展開す
るように、前記ベース部の対向する側辺に折り曲げ可能に繋がっており、
　さらに、前記展開側壁部は、
　前記第１展開壁と前記第２展開壁を閉じたときに前記第１展開壁の外面及び前記第２展
開壁の外面で構成される一方の複合側面である第１複合側面に設けられ、前記第１複合側
面の外壁となる第１外壁用展開壁と、
　前記第１展開壁と前記第２展開壁を閉じたときに前記第１展開壁の外面及び前記第２展
開壁の外面で構成される他方の複合側面である第２複合側面に設けられ、前記第２複合側
面の外壁となる第２外壁用展開壁と、を備え、
　前記第１外壁用展開壁が、前記第１複合側面に設けられるように、前記第１複合側面側
に折り曲げ可能に、前記第１展開壁、若しくは、前記第１複合側面側の前記第１展開壁及
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び前記第２展開壁が繋がっていない前記ベース部の側辺のいずれかに繋がっており、
　前記第２外壁用展開壁が、前記第２複合側面に設けられるように、前記第２複合側面側
に折り曲げ可能に、前記第２展開壁、若しくは、前記第２複合側面側の前記第１展開壁及
び前記第２展開壁が繋がっていない前記ベース部の側辺のいずれかに繋がっていることを
特徴とするファンケース部材。
【請求項２】
　ベース部と、
　ファンケースの状態で前記ベース部上に位置するファン収容部を構成する側壁部と、を
備え、
　前記側壁部の少なくとも一部は、前記ベース部を前記側壁部が位置する側から見る正面
視で、平面展開可能な展開側壁部とされ、
　前記展開側壁部は、
　前記ファン収容部を規定する第１展開壁と、
　前記ファン収容部を規定する前記第１展開壁に対向配置される第２展開壁と、
　前記第１展開壁と前記第２展開壁が合わさったときに前記第１展開壁の外面及び前記第
２展開壁の外面で構成される一方の複合側面である第１複合側面に設けられ、前記第１複
合側面の外壁となる第１外壁用展開壁と、
　前記第１展開壁と前記第２展開壁が合わさったときに前記第１展開壁の外面及び前記第
２展開壁の外面で構成される他方の複合側面である第２複合側面に設けられ、前記第２複
合側面の外壁となる第２外壁用展開壁と、を備え、
　前記展開側壁部は、前記第１外壁用展開壁が前記第１展開壁及び前記第２展開壁に対し
て折り曲げ可能に前記第１展開壁及び第２展開壁に繋がっているとともに、前記第２外壁
用展開壁が、前記第１外壁用展開壁を基準に前記第１展開壁若しくは前記第２展開壁の外
側に位置して隣接する、前記第１展開壁若しくは前記第２展開壁に対して折り曲げ可能に
繋がった状態になっており、
　前記展開側壁部が、前記正面視で、前記ベース部に対して平面展開された状態で、前記
第１展開壁、前記第２展開壁、前記第１前記外壁用展開壁又は前記第２前記外壁用展開壁
のうちのいずれか１つが前記ベース部の側辺に折り曲げ可能に繋がっていることを特徴と
するファンケース部材。
【請求項３】
　前記ファン収容部が、前記ファンケースの状態で前記ベース部と反対側に位置する開口
に向かってベース部側から前記ファン収容部の空間の外径が小さくなる、若しくは、中間
位置から前記ベース部及び前記開口に向かって前記ファン収容部の空間の外径が小さくな
るようになっていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のファンケース部材。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載のファンケース部材及びファン部を備える
ファンの製造方法であって、
　前記ファンケース部材の展開側壁部を平面展開した状態で前記ベース部に前記ファン部
を設ける工程と、
　前記ベース部に前記ファン部を設けた状態で、前記展開側壁部が側壁部となるようにし
て前記ファンケース部材を前記ファンケースの状態にする工程と、を含むことを特徴とす
るファンの製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はファンケース部材、及び、そのファンケース部材を用いたファンケースを備え
たファンの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、モータベース部（以下、ベース部という）及びベース部上に一体成形されたファ
ン収容部を構成する側壁部を有するケーシング（ファンケース）と、ファン収容部内に位
置するようにベース部に取付けられたインペラ及びモータを有するファン部と、を備える
ファンが知られている（特許文献１参照）。
　そして、このファンは、モータでインペラを回転させることで、ベース部と反対側に位
置するファン収容部の開口から空気を取り入れて、ベース部側から空気を排出するように
なっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４―１２６０４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、例えば、使用する環境の静圧が高い場合など、ベース部側からの空気の排出
が行い難くなるため、ファン収容部の壁面とインペラの間の隙間などを通じて空気が空気
を取り入れるベース部の反対側に位置するファン収容部の開口側に逆流するような場合が
ある。
　このような場合、空気を取り入れるベース部の反対側に位置するファン収容部の開口の
開口径を小さくして、空気を取り入れる開口側から空気が吹出し難くすることで、このよ
うな逆流を低減することが可能であり、良好なファンとすることができる。
【０００５】
　しかしながら、このように開口径を小さくして、ファン収容部内の空間の外径よりも開
口径が小さい設計とすると、ベース部と側壁部とを一体成形する場合、ファン収容部を成
形するための型を成形後に抜くことができないという問題がある。
【０００６】
　また、上述とは異なる目的で、例えば、風量を多くするために、外径の大きいインペラ
を有するファン部を収容するためにファン収容部内の空間の一部の外径を大きくし、一方
で、その外径を大きくした部分よりも開口側で外径が小さくなる開口部分がある場合にも
、ベース部と側壁部とを一体成形するときに、ファン収容部を成形するための型を成形後
に抜くことができないという問題がある。
【０００７】
　このため、上述のようなファン収容部内に比べ、ファン収容部のベース部と反対側に位
置する開口側に開口径が小さくなる形状を有するファンケースの場合には、ベース部と側
壁部を一体成形できないため、これらを別部品で作製する必要があり、ファンケースを構
成するための部品点数が増えてしまうという問題がある。
【０００８】
　本発明は、上記事情にかんがみてなされたものであり、ファン収容部内に比べ、ファン
収容部のベース部と反対側に位置する開口側に開口径が小さくなる形状を有するファンケ
ースであっても、部品点数を増やすことなくファンケースを構成することができるファン
ケース部材を提供することを第１の目的とし、そのファンケース部材を用いたファンケー
スを備えるファンの製造方法を提供することを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記目的を達成するために、以下の構成によって把握される。
（１）本発明のファンケース部材は、ベース部と、ファンケースの状態で前記ベース部上
に位置するファン収容部を構成する側壁部と、を備え、前記側壁部の少なくとも一部は、
前記ベース部を前記側壁部が位置する側から見る正面視で、平面展開可能な展開側壁部と
されている。
（２）上記（１）の構成において、前記展開側壁部は、前記ファン収容部を規定する第１
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展開壁及び第２展開壁と、を備え、前記第１展開壁及び前記第２展開壁が、前記ベース部
に対して観音開き状に平面展開するように、前記ベース部の対向する側辺に折り曲げ可能
に繋がっている。
【００１０】
（３）上記（２）の構成において、さらに、前記展開側壁部は、前記第１展開壁と前記第
２展開壁を閉じたときに前記第１展開壁の外面及び前記第２展開壁の外面で構成される一
方の複合側面である第１複合側面に設けられ、前記第１複合側面の外壁となる第１外壁用
展開壁と、前記第１展開壁と前記第２展開壁を閉じたときに前記第１展開壁の外面及び前
記第２展開壁の外面で構成される他方の複合側面である第２複合側面に設けられ、前記第
２複合側面の外壁となる第２外壁用展開壁と、を備え、前記第１外壁用展開壁が前記第１
複合側面に設けられるように、前記第１複合側面側に折り曲げ可能に前記第１展開壁若し
くは前記第１複合側面側の前記第１展開壁及び前記第２展開壁が繋がっていない前記ベー
ス部の側辺のいずれかに繋がっており、前記第２外壁用展開壁が前記第２複合側面に設け
られるように、前記第２複合側面側に折り曲げ可能に前記第２展開壁若しくは前記第２複
合側面側の前記第１展開壁及び前記第２展開壁が繋がっていない前記ベース部の側辺のい
ずれかに繋がっている。
【００１１】
（４）上記（１）の構成において、前記展開側壁部は、前記ファン収容部を規定する第１
展開壁と、前記ファン収容部を規定する前記第１展開壁に対向配置される第２展開壁と、
前記第１展開壁と前記第２展開壁が合わさったときに前記第１展開壁の外面及び前記第２
展開壁の外面で構成される一方の複合側面である第１複合側面に設けられ、前記第１複合
側面の外壁となる第１外壁用展開壁と、前記第１展開壁と前記第２展開壁が合わさったと
きに前記第１展開壁の外面及び前記第２展開壁の外面で構成される他方の複合側面である
第２複合側面に設けられ、前記第２複合側面の外壁となる第２外壁用展開壁と、を備え、
前記展開側壁部は、前記第１外壁用展開壁が前記第１展開壁及び前記第２展開壁に対して
折り曲げ可能に前記第１展開壁及び第２展開壁に繋がっているとともに、前記第２外壁用
展開壁が前記第１外壁用展開壁を基準に前記第１展開壁若しくは前記第２展開壁の外側に
位置して隣接する前記第１展開壁若しくは前記第２展開壁に対して折り曲げ可能に繋がっ
た状態になっており、前記展開側壁部が、前記正面視で、前記ベース部に対して平面展開
された状態で、前記第１展開壁、前記第２展開壁、前記第１前記外壁用展開壁又は前記第
２前記外壁用展開壁のうちのいずれか１つが前記ベース部の側辺に折り曲げ可能に繋がっ
ている。
【００１２】
（５）上記（１）から（４）のいずれか１つの構成において、前記ファン収容部が、前記
ファンケースの状態で前記ベース部と反対側に位置する開口に向かってベース部側から前
記ファン収容部の空間の外径が小さくなる、若しくは、中間位置から前記ベース部及び前
記開口に向かって前記ファン収容部の空間の外径が小さくなるようになっている。
【００１３】
（６）上記（１）の構成において、前記側壁部は、前記ベース部に一体に形成された固定
壁部と、前記固定壁部に繋がり、前記正面視で、平面展開するように前記固定壁部に対し
て折り曲げ可能である前記展開側壁部と、を備える。
（７）上記（６）の構成において、前記展開側壁部は、前記固定壁部に対して観音開き状
に平面展開するように、前記固定壁部の対向する上辺に折り曲げ可能に繋がる第１展開壁
と、前記第１展開壁に対向する第２展開壁と、を備える。
（８）上記（７）の構成において、前記第１展開壁及び前記第２展開壁が、前記ファンケ
ースの状態でベース部と反対側に位置する開口を小さくする前記ファン収容部側に出っ張
る開口縁部を備える。
（９）上記（８）の構成において、前記第１展開壁及び前記第２展開壁が、前記開口縁部
を有する前記側壁部からなる。
（１０）上記（６）の構成において、前記側壁部は、前記ファンケースの状態でベース部
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と反対側に位置する開口を小さくする前記ファン収容部側に出っ張る開口縁部を備え、前
記展開側壁部は、前記固定壁部に対して展開するようにされた１つの展開壁からなり、前
記展開壁が、前記開口縁部を有する前記側壁部からなる。
（１１）上記（６）の構成において、前記側壁部は、前記ファンケースの状態で前記ベー
ス部と反対側に位置する開口を小さくする前記ファン収容部側に出っ張る開口縁部を備え
、前記展開側壁部は、前記固定壁部に対して展開するようにされた１つの展開壁だけから
なり、前記展開壁が、前記開口縁部を有する前記開口縁部に沿った前記開口縁部近傍の前
記側壁部の一部だけからなる。
【００１４】
（１２）本発明のファンの製造方法は、上記（１）から（１１）のいずれか１つの構成を
有するファンケース部材及びファン部を備えるファンの製造方法であって、前記ファンケ
ース部材の展開側壁部を平面展開した状態で前記ベース部に前記ファン部を設ける工程と
、前記ベース部に前記ファン部を設けた状態で、前記展開側壁部が側壁部となるようにし
て前記ファンケース部材を前記ファンケースの状態にする工程と、を含む。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ファン収容部内に比べ、ファン収容部のベース部と反対側に位置する
開口側に開口径が小さくなる形状を有するファンケースであっても、部品点数を増やすこ
となくファンケースを構成することができるファンケース部材、及びそのファンケース部
材を用いたファンケースを備えるファンの製造方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る第１実施形態のファンケースの斜視図である。
【図２】図１のファンケースのためのファンケース部材の斜視図である。
【図３】図１のファンケースを２分割した場合の半分を示す断面図である。
【図４】第１実施形態のファンケースの変形例を示すファンケースを２分割した場合の半
分を示す断面図である。
【図５】本発明に係る第２実施形態のファンケース部材の斜視図である。
【図６】本発明に係る第３実施形態のファンケース部材の斜視図である。
【図７】本発明に係る第４実施形態のファンケース部材の斜視図である。
【図８】本発明に係る第４実施形態のファンケース部材の第１変形例の斜視図である。
【図９】本発明に係る第４実施形態のファンケース部材の第２変形例の斜視図である。
【図１０】本発明に係る第４実施形態のファンケース部材の第３変形例の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態(以下、「実施形態」という)を、添付図面に基づい
て詳細に説明する。
　なお、実施形態の説明の全体を通して同じ要素には同じ番号を付している。
【００１８】
（第１実施形態）
　図１は、本発明に係る第１実施形態のファンケースを示す斜視図であり、図２はファン
ケースに組立てる前のファンケース部材を示す斜視図である。
【００１９】
　図２に示すように、ファンケース部材１０は、図示しないインペラ及びモータを有する
ファン部を載置するファン載置部２１を備えるベース部２０と、図１に示すファンケース
４０の状態となったときに、ベース部２０上に位置するファン収容部３１を構成する側壁
部３０（図１参照）と、を備えている。
　なお、ベース部２０は、側壁部３０が位置することになる外側の部分２３（図２参照）
とファン載置部２１との間が４本のスポーク２２で一体に接続されており、そのスポーク
２２間の隙間を通じて空気を吹き出すことができるようになっている。
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【００２０】
　そして、図２を見るとわかるように、ファンケース部材１０は、ファンケース４０の状
態において、ベース部２０を側壁部３０が位置する側から見る正面視（Ａ矢視）で平面展
開するように、ベース部２０に対して平面展開する展開側壁部３２として構成されている
。
【００２１】
　具体的には、展開側壁部３２は、ファン収容部３１（図１参照）の内壁面３１ａが２つ
に平面展開するように、平面展開可能なファン収容部３１を規定する第１展開壁３２ａ及
び第２展開壁３２ｂと、を備えている。
　そして、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂは、ベース部２０に対して観音開き状
に平面展開するように、ベース部２０の対向する側辺に折り曲げ可能に繋がっている。
【００２２】
　なお、第１展開壁３２ａと第１展開壁３２ａが繋がるベース部２０の側辺とは、第１展
開壁３２ａを閉じるようにしたときに、第１展開壁３２ａがベース部２０に対して直交す
るようにベース部２０上に位置できるように、第１展開壁３２ａとベース部２０の側辺と
の繋がり部分の境界線を基準に、第１展開壁３２ａとベース部２０の側部には、４５°の
傾斜が形成されている。
　同様に、第２展開壁３２ｂ側においても、第２展開壁３２ｂとベース部２０の側辺との
繋がり部分の境界線を基準に、第２展開壁３２ｂとベース部２０の側部には、４５°の傾
斜が形成されている。
【００２３】
　しかしながら、本実施形態では、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂが、ベース部
２０の側辺の下部（下辺）で繋がっているようにしているため、４５°傾斜を設けるよう
にしているが、ベース部２０の側辺の上部（上辺）で繋がっている場合には、このような
傾斜は不要である。
【００２４】
　また、本実施形態では、展開側壁部３２として、図１に示すように、第１展開壁３２ａ
と第２展開壁３２ｂを閉じたときに、第１展開壁３２ａの外面３２ａａ（図２参照）と第
２展開壁３２ｂの外面３２ｂｂ（図２参照）とで構成される一方の複合側面３３である第
１複合側面に設けられる、第１複合側面の外壁となる第１外壁用展開壁３２ｃと、第１展
開壁３２ａの外面３２ａａ（図２参照）と第２展開壁３２ｂの外面３２ｂｂ（図２参照）
とで構成される他方の複合側面３３である第２複合側面に設けられる、第２複合側面の外
壁となる第２外壁用展開壁３２ｄを備えている。
　なお、図２に示すように、第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄも第１
展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂと同様に、ベース部２０の側辺との繋がり部分の境界
線を基準に、第１外壁用展開壁３２ｃとベース部２０の側部には、４５°の傾斜が形成さ
れており、第２外壁用展開壁３２ｄとベース部２０の側部には、４５°の傾斜が形成され
ている。
　但し、この傾斜は４５°に限定されるものではなく、ファンケース４０の状態とすると
きに必要な折り曲げが行える傾斜角になっていればよい。
【００２５】
　ここで、図２を見るとわかるように、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂは、どち
らも内壁面３１ａがベース部２０側より、図１のファンケース４０の状態となったときに
、ベース部２０と反対側になる開口側の方が内側に位置するように傾斜している。
【００２６】
　このため、図３に、図１に示すファンケース４０を半分に分割した断面図を示すが、図
３を見るとわかるように、内壁面３１ａが上述のように傾斜していることで、このファン
ケース部材１０を用いたファンケース４０では、ベース部２０側からベース部と反対側と
なる開口に向かってファン収容部３１内の空間の外径（以下、単に、ファン収容部３１の
外径という場合がある）がテーパ状に小さくなっており、ファン収容部３１の外径よりも
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ベース部２０と反対側に位置するファン収容部３１の開口の方が小さくなるようになって
いる。
　なお、以下、ベース部２０と反対側に位置するファン収容部３１の開口を、単に、ファ
ン収容部開口と記載する場合がある。
【００２７】
　このような形状のファンケース４０の場合、ファン収容部３１の形状を成形するための
型をファンケース４０の状態になった後に引き抜こうとしても、ファン収容部開口がファ
ン収容部３１の内部の外径より小さいため、引き抜くことができない。
【００２８】
　したがって、ベース部２０と側壁部３０（図１参照）を一体成形することができないこ
とになるが、本実施形態のように、側壁部３０を展開側壁部３２としておくことで、展開
側壁部３２をベース部２０に対して平面展開し、型抜きの障害となる構造がないようにし
た状態としてファンケース部材１０を成形するようにすれば、ベース部２０及び側壁部３
０となる部分を一体成形することが可能となるので、ファンケース４０を構成するための
部品点数が増えることがない。
【００２９】
　ところで、上記のように、ファンケース４０の状態でファン収容部開口が小さい場合、
ベース部２０のファン載置部２１に図示しないファン部を取付ける作業を、図１に示すフ
ァンケース４０の状態とした後に行うようにすると、作業が行い難い。
【００３０】
　また、図示しないファン部のインペラが、大きい空間に設計されているファン収容部３
１に合わせたものとされ、インペラの直径がファン収容部開口の直径よりも大きい場合に
は、図１に示すファンケース４０の状態とした後にベース部２０のファン載置部２１にフ
ァン部を取付ける作業自体ができないことになる。
【００３１】
　そこで、本実施形態のファンケース部材１０を用いてファンを製造するときには、以下
のような手順としてファンを製造するのが好適である。
　まず、最初に図２に示すように展開側壁部３２がベース部２０に対して平面展開された
状態で、図示しないファン部をベース部２０のファン載置部２１に載置し、取付ける工程
を行う。
【００３２】
　次に、ベース部２０に図示しないファン部を設けた状態で、展開側壁部３２が図１に示
す側壁部３０の状態となるようにしてファンケース部材１０をファンケース４０の状態に
する工程を行うことでファンを製造する。
【００３３】
　このファンケース部材１０をファンケース４０の状態にする工程では、例えば、はじめ
に観音開き状になっている第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂを閉じて、ベース部２
０と当接する底面を超音波融着して、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂをベース部
２０に一体化する。
【００３４】
　次に、図１に示すように、第１展開壁３２ａの外面３２ａａ（図２参照）と第２展開壁
３２ｂの外面３２ｂｂ（図２参照）とで構成される２つの複合側面３３のうちの一方の複
合側面３３である第１複合側面に第１外壁用展開壁３２ｃを当接させ、他方の複合側面３
３である第２複合側面に第２外壁用展開壁３２ｄを当接させるように複合側面３３側に第
１外壁用展開壁３２及び第２外壁用展開壁３２ｄを折り曲げる。
【００３５】
　そして、第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄがそれぞれ複合側面３３
に当接した状態で超音波融着を行い第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ
を第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂに一体化するようにすればよい。
【００３６】
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　なお、上記では、超音波融着で一体化させる場合について説明したが、超音波融着に限
定される必要はなく、例えば、接着固定で一体化したり、ラッチ構造などの機械的に係合
するような構造を持たせておいて機械的に一体化するようにしても良い。
【００３７】
　ところで、図１を見るとわかるように、上記実施形態では、周囲に隙間のないファン収
容部３１が第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂで形成されているため、２つの外壁用
展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）を省略しても良い。
【００３８】
　一方、図４に示すような場合には、２つの外壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び
第２外壁用展開壁３２ｄ）を設けることが好適である。
　図４は、第１実施形態の変形例のファンケース４０を示すファンケース４０を半分に切
断した状態の断面図である。
【００３９】
　図４に示すように、この変形例のファンケース４０の場合、ファン収容部３１の内壁面
３１ａが内壁面３１ａの中間位置からベース部２０側及びベース部２０と反対側の開口側
に向かって緩やかな曲面を描きながら、ファン収容部３１の内側に傾斜（ラウンド）する
ようになっている。
【００４０】
　このような形状とすると、ファンケース４０のファン収容部３１内に配置される図示し
ないファン部の外形が大きくなるところだけ、大きな内部空間を有するようにして、それ
以外の部分の空間を低減することができる。
　したがって、ファンケース４０のファン収容部３１内に渦流などができやすい空間がで
きるのを抑制した設計などが行い易い。
【００４１】
　しかしながら、この場合も、ベース部２０と反対側に位置する開口の開口径が、ファン
ケース４０のファン収容部３１の外径よりも小さくなるため、一般的なベース部に側壁部
を一体成形する方法では、型抜きの問題があるが、上記実施形態のように、ファン収容部
３１の内壁面３１ａを平面展開するようにすれば、成形時の型抜きの問題を解消すること
ができる。
【００４２】
　一方、図４を見るとわかるように、このような内壁面３１ａの形状の場合には設計にも
よるが、第１展開壁３２ａと第２展開壁３２ｂとの合わさる部分に一部隙間となる隙間部
３４ができる場合がある。
　つまり、ファン収容部３１自体は第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂによって規定
されているが、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂだけでは、ファン収容部３１の内
壁面３１ａの全てを構成できていない。
【００４３】
　そうすると、ファンの空気をガイドする側壁部に隙間が形成されてしまうことになるが
、第１外壁用展開壁３２ｃ（図示せず）及び第２外壁用展開壁３２ｄが設けられていると
、第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄが、この隙間部３４を塞いでくれ
ることになるので、隙間のない側壁部３０とすることが可能である。
　したがって、このような隙間部３４ができるような場合には、２つの外壁用展開壁（第
１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）を設けるようにすることが望ましい
。
【００４４】
（第２実施形態）
　図５は、本発明に係る第２実施形態のファンケース部材１０を示す斜視図である。
　第１実施形態では、図１及び図２に示すように、第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁
用展開壁３２ｄは、ベース部２０の側辺に折り曲げ可能に繋がっていた。
【００４５】
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　具体的には、２つの外壁用展開壁３２ｃ、３２ｄのうちの一方（例えば、第１外壁用展
開壁３２ｃ）が一方の複合側面３３（図１に点線で示す複合側面３３）である第１複合側
面に設けられるように、一方の複合側面３３である第１複合側面側に折り曲げ可能に第１
複合側面側の第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂが繋がっていないベース部２０の側
辺に繋がっており、一方、外壁用展開壁３２ｃ、３２ｄのうちの残る他方（第２外壁用展
開壁３２ｄ）が残る他方の複合側面３３である第２複合側面に設けられるように、他方の
複合側面３３である第２複合側面側に折り曲げ可能に第２複合側面側の第１展開壁３２ａ
及び第２展開壁３２ｂが繋がっていないベース部２０の側辺に繋がっている態様になって
いた。
【００４６】
　しかしながら、第２実施形態では、２つの外壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び
第２外壁用展開壁３２ｄ）の設け方をベース部２０の側辺に繋げるようにするのではなく
、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂに繋げるようにしている。
【００４７】
　つまり、第２実施形態では、図５に示すように、２つの外壁用展開壁のうちの一方（例
えば、第１外壁用展開壁３２ｃ）が一方の複合側面３３（図１の点線で示す複合側面３３
参照）である第１複合側面に設けられるように、一方の複合側面３３である第１複合側面
側に折り曲げ可能に第１展開壁３２ａの一方の複合側面３３である第１複合側面を形成す
る外面３２ａａ（図２参照）の側辺に繋がっている。
【００４８】
　また、２つの外壁用展開壁のうちの残る他方（第２外壁用展開壁３２ｄ）が残る他方の
複合側面３３である第２複合側面に設けられるように、他方の複合側面３３である第２複
合側面側に折り曲げ可能に第２展開壁３３ｂの他方の複合側面３３である第２複合側面を
形成する外面３２ｂｂ（図２参照）の側辺に繋がっている。
【００４９】
　なお、図５に示すように、第１外壁用展開壁３２ｃと第１展開壁３２ａ及び第２外壁用
展開壁３２ｄと第２展開壁３２ｂの繋がり部分においても、第１展開壁３２ａに対して第
１外壁用展開壁３２ｃが直角に折り曲げられるように、第１展開壁３２ａとの繋がり部分
の境界線を基準に、第１外壁用展開壁３２ｃと第１展開壁３２ａの側部には４５°の傾斜
が形成され、第２展開壁３２ｂに対して第２外壁用展開壁３２ｄが直角に折り曲げられる
ように、第２展開壁３２ｂとの繋がり部分の境界線を基準に、第２外壁用展開壁３２ｄと
第２展開壁３２ｂの側部には４５°の傾斜が形成されている。
【００５０】
　このように、第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄを第１展開壁３２ａ
及び第２展開壁３２ｂに対してそれぞれ折り曲げ可能に繋げた構成としても、観音開き状
になっている第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂを閉じるようにした後に、第１外壁
用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄを、それぞれが対応する複合側面３３（第１
複合側面及び第２複合側面）側に折り曲げすようにすることで、第１実施形態と同様のフ
ァンケース４０を作製することが可能である。
　しかも、第２実施形態のファンケース部材１０でも、部品点数を増やすことなく一体成
形品として作製することが可能である。
【００５１】
（第３実施形態）
　図６は、本発明に係る第３実施形態のファンケース部材１０を示す斜視図である。
　図６に示すように、第３実施形態のファンケース部材１０も展開側壁部３２が、ファン
収容部３１を規定する第１展開壁３２ａと、ファン収容部３１を規定するファンケース４
０の状態において第１展開壁３２ａに対向配置される第２展開壁３２ｂと、を備えている
。
【００５２】
　また、展開側壁部３２は、ファンケース４０の状態となって、第１展開壁３２ａと第２
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展開壁３２ｂが合わさったときに第１展開壁３２ａの外面３２ａａ及び第２展開壁３２ｂ
の外面３２ｂｂで構成される一方の複合側面３３（図１の点線で示す側の複合側面３３参
照）である第１複合側面の外壁となる第１外壁用展開壁３２ｃと、他方の複合側面３３（
図１の点線で示す側と反対側の複合側面３３参照）である第２複合側面の外壁となる第２
外壁用展開壁３２ｄと、を備えている。
【００５３】
　このように、展開側壁部３２が、第１展開壁３２ａ、第２展開壁３２ｂ及び２つの外壁
用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）からなる４つの展開壁
で構成される点は、第１実施形態や第２実施形態と同様である。
【００５４】
　一方、第３実施形態では、展開側壁部３２は、第１展開壁３２ａ、前記第２展開壁３２
ｂ及び２つの外壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）が全
てファン収容部３１側となる面が正面視（Ａ矢視）側を向くように配置された状態で、第
１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂの間に第１外壁用展開壁３２ｃが位置し、第１外壁
用展開壁３２ｃが第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂに対して折り曲げ可能に繋がっ
ているとともに、第２外壁用展開壁３２ｄが第１外壁用展開壁３２ｃを基準に第２展開壁
３２ｂの外側に位置して隣接する第２展開壁３２ｂに対して折り曲げ可能に繋がるように
されており、第１展開壁３２ａ、前記第２展開壁３２ｂ及び２つの外壁用展開壁（第１外
壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）が一連で繋がるように構成されている点
が異なる。
【００５５】
　なお、本実施形態では、第２外壁用展開壁３２ｄが第２展開壁３２ｂに対して折り曲げ
可能に繋がるようにされている。
　しかしながら、第２外壁用展開壁３２ｄが第１外壁用展開壁３２ｃを基準に第１展開壁
３２ａの外側に位置するようにして、この隣接する第１展開壁３２ａに対して折り曲げ可
能に繋がるようにされても良い。
【００５６】
　そして、このように一連に第１展開壁３２ａ、前記第２展開壁３２ｂ及び２つの外壁用
展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）が繋がった展開側壁部３
２が、正面視（Ａ矢視）で、ベース部２０に対して平面展開された状態で、第１展開壁３
２ａがベース部２０の側辺に折り曲げ可能に繋がっている。
【００５７】
　なお、本実施形態では、第１展開壁３２ａをベース部２０の側辺に繋げるようにしてい
るが、これに限定される必要はなく、第１展開壁３２ａ、第２展開壁３２ｂ及び２つの外
壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）のうちのいずれか１
つがベース部２０の側辺に折り曲げ可能に繋がっていればよい。
【００５８】
　また、本実施形態でも、第１展開壁３２ａ、第２展開壁３２ｂ及び２つの外壁用展開壁
（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）のそれぞれの繋がり部分には、
繋がり部分の境界線を基準に４５°の傾斜が形成され、９０°の折り曲げができるように
なっている。
　なお、第１展開壁３２ａとベース部２０との繋がり部分にも、９０°の折り曲げができ
るように、繋がり部分の境界線を基準に４５°の傾斜が形成されている。
【００５９】
　このように構成された第３実施形態のファンケース部材１０も、第１展開壁３２ａ、第
２展開壁３２ｂ及び２つの外壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁
３２ｄ）が一連に繋がった展開側壁部３２を、ベース部２０に対して直交するように、第
１展開壁３２ａとベース部２０との繋がり部分で折り曲げるようにした後に、第２展開壁
３２ｂ及び２つの外壁用展開壁（第１外壁用展開壁３２ｃ及び第２外壁用展開壁３２ｄ）
がベース部２０の周囲を取り囲むように、第１外壁用展開壁３２ｃ、第２展開壁３２ｂ及
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び第２外壁用展開壁３２ｄを順次折り曲げるようにすると、第１実施形態や第２実施形態
と同様のファンケース４０を作製することが可能である。
　また、第３実施形態のファンケース部材１０でも、部品点数を増やすことなく一体成形
品として作製することが可能になっている。
【００６０】
（第４実施形態）
　図７は、本発明の第４実施形態のファンケース部材１０の斜視図である。
　これまでの実施形態では、側壁部３０の全体が展開側壁部３２としてベース部２０に対
して平面展開されるようになっていた。
【００６１】
　しかしながら、第４実施形態では、側壁部３０の少なくとも一部が、ベース部２０を側
壁部３０が位置する側から見る正面視（Ａ矢視）で平面展開するように、平面展開可能な
展開側壁部３２とされており、ベース部２０に対して平面展開されるようになっていない
点がこれまでと異なる。
【００６２】
　第４実施形態では、図７に示すように、側壁部３０は、ベース部２０から離れる高さ方
向の所定の位置までベース部２０に一体に形成された固定壁部３６と、固定壁部３６に繋
がり、正面視（Ａ矢視）で、平面展開するように固定壁部３６に対して折り曲げ可能であ
る展開側壁部３２と、を備えるように構成されている。
【００６３】
　具体的には、展開側壁部３２は、固定壁部３６に対して観音開き状に平面展開するよう
に、固定壁部３６の対向する上辺に折り曲げ可能に繋がる第１展開壁３２ａと、第１展開
壁３２ａに対向する第２展開壁３２ｂと、からなり、ファン収容部３１の内壁面３１ａの
少なくとも一部が２つに平面展開されるようになっている。
　そして、図示しないファンケース４０の状態になったときのベース部２０と反対側に位
置する開口が小さくなるように、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂには、それぞれ
開口側の一部が内側に出っ張る開口縁部３７ａ及び３７ｂが形成されている。
【００６４】
　したがって、本実施形態のようなファンケース４０の場合も、ファンケース４０の状態
において、ファン収容部３１内の方が開口より大きくなるので、一般的なベース部に側壁
部を一体成形する方法では、型抜きの問題がある。
【００６５】
　しかしながら、本実施形態のように、型抜きが問題となる側壁部３０の一部を、固定壁
部３６に対して観音開き状に平面展開するように、固定壁部３６の対向する上辺に折り曲
げ可能に繋がる第１展開壁３２ａと、第１展開壁３２ａに対向する第２展開壁３２ｂと、
からなる展開側壁部３２とすれば、部品点数を増やすことなく一体成形品のファンケース
部材１０として実現することが可能である。
【００６６】
　なお、図４に示したファン収容部３１の内壁面３１ａが内壁面３１ａの中間位置からベ
ース部２０側及びベース部２０と反対側の開口側に向かって緩やかな曲面を描きながら、
ファン収容部３１の内側に傾斜（ラウンド）するようになっている場合に、第４実施形態
のような側壁部３０の少なくとも一部が平面展開可能な展開側壁部３２とされている構成
のファンケース部材１０としても良い。
【００６７】
　具体的には、ベース部２０からファン収容部３１内の空間の外径が最も大きくなるファ
ン収容部３１の中間部までを高さ方向の所定の位置としてベース部２０に一体に形成され
る固定壁部３６とし、それよりもベース部２０から離れる側を固定壁部３６に対して折り
曲げ可能である展開側壁部３２とすれば良い。
【００６８】
　ところで、第４実施形態の図７に示したファンケース部材１０を用いたファンケース４
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０（図示せず）は、ファン収容部３１の空間の外径が基本的にほぼ一定であり、開口縁部
３７ａ及び３７ｂの部分だけが内側に出っ張っているようになっている。
　したがって、一体成形するときに型抜きが問題となるのは、この開口縁部３７ａ及び３
７ｂの部分だけである。
【００６９】
　このため、第４実施形態のファンケース４０（図示せず）のような形状のファンケース
４０の場合、図８に示す第１変形例のファンケース部材１０ように、内側に出っ張ってい
る開口縁部３７ａ及び３７ｂの部分だけを、それぞれ第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３
２ｂとして、その開口縁部３７ａ及び３７ｂよりもベース部２０側を固定壁部３６とする
ように構成しても良い。
【００７０】
　さらに、第４実施形態のような形状のファンケース４０（図示せず）の場合には、図８
に示す第１変形例のファンケース部材１０ように、第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２
ｂの２つの展開壁の構成に限定される必要もない。
【００７１】
　図９は、第４実施形態の更なる変形例である第２変形例のファンケース部材１０を示す
図である。
　第２変形例のファンケース部材１０は、図９に示すように、展開側壁部３２が、固定壁
部３６に対して平面展開するようにした１つの展開壁３２ｅだけを備えている。
【００７２】
　そして、第２変形例のファンケース部材１０の展開壁３２ｅは、図８のファンケース部
材１０における第１展開壁３２ａ及び第２展開壁３２ｂを一体にした形状のもの、つまり
、展開壁３２ｅが、図示しないファンケース４０の状態になったときのベース部２０と反
対側に位置する開口が小さくなるように、内側に出っ張る開口縁部３７ｃを有する側壁部
３０だけからなるものとされている。
【００７３】
　このようにしても成形時の型抜きの問題は解消されるとともに、ファンケース部材１０
を部品点数の増えることなく一体成形品とすることができる。
【００７４】
　さらに、第４実施形態のような形状のファンケース４０（図示せず）の場合には、図１
０に示す第３変形例のファンケース部材１０のように構成しても良い。
【００７５】
　第３変形例のファンケース部材１０は、展開側壁部３２が、固定壁部３６に対して展開
するようにされた１つの展開壁３２ｆだけを備え、１つの展開壁だけを備える点について
は、上述の第２変形例と同じであるが、その展開壁３２ｆが、図示しないファンケース４
０の状態になったときのベース部２０と反対側に位置する開口が小さくなるように、内側
に出っ張る開口縁部３７ｃを有する開口縁部３７ｃに沿った開口縁部３７ｃ近傍の側壁部
３０の一部だけからなる点が異なる。
【００７６】
　この場合、図１０に示すように、展開壁３２ｆを固定壁部３６側に折り曲げて固定壁部
３６に展開壁３２ｆを合わせることができるように、固定壁部３６の上面には、展開壁３
２ｆと相補形状を成す溝３６ｃを設けておく。
　このようにしても成形時の型抜きの問題は解消されるとともに、ファンケース部材１０
を部品点数の増えることなく一体成形品とすることができる。
【００７７】
　以上、本発明を実施形態に基づき説明したが、本発明は実施形態に限定されるものでは
なく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更が可能である。
　例えば、上記実施形態では、スポーク２２が４本である場合を示しているが、スポーク
２２の数は、特に限定されるものではなく、３本でも良く、５本以上でもよい。
　また、スポーク２２の部分をスポークに代えて静翼で構成するようにしても良い。
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　さらに、例えば、ベース部２０の４つの側辺のそれぞれに対応するように側壁部を分割
し、ベース部２０の４つの側辺のそれぞれにベース部２０に対して折り曲げ可能に繋がっ
たファン収容部を規定する４つの展開壁を備えるファンケース部材としても良い。
【００７８】
　このように、本発明は、具体的な実施形態に限定されるものではなく、種々の変更を行
ったものも含まれるものであり、そのことは、当業者にとって特許請求の範囲の記載から
明らかである。
【符号の説明】
【００７９】
１０…ファンケース部材、２０…ベース部、３０…側壁部、３１…ファン収容部、３１ａ
…内壁面、３２…展開側壁部、３２ａ…第１展開壁、３２ｂ…第２展開壁、３２ｃ…第１
外壁用展開壁（外壁用展開壁）、３２ｄ…第２外壁用展開壁（外壁用展開壁）、３２ｅ，
３２ｆ…展開壁、３３…複合側面、４０…ファンケース

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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